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ゆう き そうりつ むか

　結城南中学校は本年度、「創立�周年」を迎えまし
そうりつ

た。そして、創立�周年記念式典を昨年�月�日に行

いました。
せんぱい きず でんとう

　生徒会では、先輩たちが築き上げた伝統を未来につないでいこうとい
こ かか

う思いを込めて、「繋橋（かけはし）」を合言葉に掲げました。また、この
むか れんけい そうごうてき

記念すべき日を迎える前には、中学校区内の小学校と連携して、総合的
ち いき みりょく

な学習の時間に地域の魅力について学習をしました。この学習を通し
でんとう おもむき ふ ぜい れき し きざ

て、伝統の中で趣と風情ある歴史が刻まれていることを知りました。さ
ないよう もと ていげん

らに、式典当日には、その学習内容を基に未来への提言を行いました。
わたし ち いき

　未来の街は私たちが住む街です。自分事として地域の未来を考え、文
かお ゆう き そうぞう

化薫るまち、結城を創造していきます。変わりゆく時代の中でも、変え
く なが い ゆ づき

てはいけないこの街と共に暮らしていきます。 （２年　永井優月）

結城紬を身にまとう生徒たち。色とりどりの着物の中

からお気に入りの着物を選び、着心地体験を行った

ふ ゆう きつむぎき

　市の文化に触れようというねらいのもと、結城紬着
ごこ ち ゆう きつむぎ

心地体験を毎年行っています。体験前には、結城紬と
れき し

はどのような着物なのか、またどのような歴史がある

のかなどの調べ学習を行いました。
ゆう きつむぎ おりもの せいさくこうてい

　結城紬は、奈良時代からある高級織物で、製作工程がユネスコ無形文化
い さん ゆう きつむぎ とくちょう ま わた

遺産に登録されています。結城紬だけがもつ一番の特徴は、真綿から手で
つむ じっさい

紡ぎだす糸にあります。実際に着てみると、外の気温は約�度と低かった
ゆう きつむぎ つつ

にもかかわらず、結城紬を着ると包まれるような温かさを感じました。
ゆう きつむぎ き ごこ ち きちょう

　結城紬の着心地を体験することができるこの機会は、とても貴重であ
ゆう き でんとう きょうみ

ると思います。この体験を通して、結城市内にある伝統や文化への興味
わ ゆう き きょうど あい

が湧きました。結城市の特色をさらに知り、郷土愛をさらに深めていき
あお きしょうま

たいです。 （２年　青木将真）

◆校　長　関　篤

◆生徒数　３０２人

◆創　立　１９７２年

◆住　所　結城市大木１１２３
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　のどかな田園風景を望む本校は、創立
れき し

�年の歴史を持ち、「静かで　きれいな
かか

　楽しい学校」というスローガンを掲げ

ています。

　また「知　徳　体」の学習に力を入れ
かくしゅう

ています。隔週に「南風タイム」という
もう い がくねん

ロング昼休みを設け、全校生徒や異学年、学年ごとに交
せっ さ

流をしたり、学力向上コンテストに取り組んだりと切磋
たく ま

琢磨しながら活動しています。学力向上コンテストで

とくてん きそ

は、全学級で得点を競い合います。どのクラスも校内１

位を目指して学習に取り組んでいます。この南風タイム

を通して、クラスや学年の仲が深まっていくことを実感

しています。さらに、多くの生徒が昼休みに、体育館や

外で元気に身体を動かしています。
わたし い よく

　私たち南中生は活発で明るく、運動にも学習にも意欲
てき わたし ゆう き

的です。私は、この活気ある結城南中学校をもっとより

よいものにしていきたいです。
ましやまゆうだい

（２年　増山雄大）

命に関する問いに対し、意思表示（ひょうじ）カ

ードを用いて自分の考えを示（しめ）す生徒たち

しゅうおうさい かいさい

　昨年�月�日、秋桜祭（文化祭）を開催しました。
いっしょ

その中で、会場にいる全員が一緒になって「命」につ
ぎ ろん

いて議論する全校道徳を行いました。
ま

　「だれかの命の危険を目の当たりにしたときに、ど
ぎ ろん

のような行動がとれるか」という問いに、議論を通し
しんけん ぎ ろん

て、一人一人が真剣に考えを深めていました。議論の
そっせん こわ

中では、率先して助けたいという意見や怖くて何もできなくなってしま

いそうなどの真っすぐな意見がありました。
ざいがくちゅう じょさいどう き

　全校道徳の最後には、本校在学中にＡＥＤ（自動体外式除細動器）を
きゅうじょ にな せんぱい むか しん

用いて人命救助の一役を担った先輩をゲストとして迎え、その当時の心
きょう わたし せんぱい すく

境を聞きました。今の私と同じ中学２年生だった先輩が命を救ったとい
かんめい わたし

う話に感銘を受けました。命は一つしかありません。私たちは、自分の
し みずあお い

命はもちろん、他者の命も大切にしていきます。 （２年　清水葵衣）
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